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第１６回社会福祉士国家試験における不適切問題の取扱いについて 

 

 

 

午前 問題２５ 
 

問題 25 生活保護法における各扶助に関する次の記述のうち，正しいものに○，誤

っているものに×をつけた場合，その組み合わせとして正しいものを一つ選びなさ

い。 

Ａ 指定医療機関の診療方針及び診療報酬は，国民健康保険の診療方針及び診療報

酬の例による。 

Ｂ 生業扶助の対象は，他の扶助と異なり，困窮のため最低限度の生活を維持でき

 ない者だけでなく，そのおそれのある者にまで拡大されている。 

Ｃ 医療扶助及び介護扶助は，共に金銭給付によって行うことを原則とする。 

Ｄ 介護扶助は，困窮のため最低限度の生活を維持できない，介護保険法に規定す

 る要介護者及び要支援者に対して行われる。 

（組み合わせ） 

   Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

1 ○ ○ × ○ 

2 ○ × ○ × 

3 × ○ ○ ○ 

4 × ○ ○ × 

5 × × × ○ 

 

 

 

 採点上の取扱い 

 

全員に得点する。 

 

 

 

 理由 

 

 問題文Ａについては、指定医療機関の診療方針等について、「原則」のみを問うて

いるのか、「例外も含めて」問うているのか、記述が不明確なため、問題として成立

しない。 

 

 

別紙１－２ 
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午前 問題３０ 
 

問題 30 次の記述のうち，正しいものに○，誤っているものに×をつけた場合，そ

の組み合わせとして正しいものを一つ選びなさい。 

 Ａ 児童手当を受給するためには，住所要件，養育に関する要件及び所得要件の三

つを満たす必要がある。 

 Ｂ 児童手当の受給資格及び受給額の認定をするのは，受給資格者の住所地の市町

村長である。 

 Ｃ 児童扶養手当の支給を根拠に，婚姻を解消した父又は母が児童に対して履行す

べき扶養義務の程度又は内容を変更できる。 

 Ｄ 児童扶養手当を支給するのは，都道府県知事、市長及び福祉事務所を管理する

  町村長である。 

（組み合わせ） 

 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

1 ○ ○ × ○ 

2 ○ × ○ × 

3 × ○ × ○ 

4 × ○ × × 

5 × × ○ ○ 

 

 

 

 採点上の取扱い 

 

全員に得点する。 

 

 

 

 理由 

 

 問題文Ｂについては、児童手当の受給資格等の認定について、「原則」のみを問う

ているのか、「公務員に関する特例も含めて」問うているのか、記述が不明確なた

め、問題として成立しない。 
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午後 問題１０６ 
 

問題 106 ひとり親家庭に関する次の記述のうち，正しいものの組み合わせを一つ選

 びなさい。 

 Ａ メンタル・フレンド事業は，平成 7 年度にひとり親家庭の子どもへの施策とし

て創設された。 

 Ｂ 父子世帯は、平成 10 年度には 163,400 世帯であり，平成 5 年度の 157,300 世

  帯に比べ，増加している。その伸び率は母子世帯の増加率とほぼ同じである。 

 Ｃ 平成 10 年の全国母子世帯等調査によれば，父子家庭の平均収入は，母子家庭

のそれより高いが，国民平均所得よりは低い。 

 Ｄ 平成 14 年の母子及び寡婦福祉法の改正により，母子自立支援員の業務は，母

子家庭等及び寡婦の相談に応じ，その自立に必要な情報提供及び指導や職業能力

の向上，求職活動に関する支援を行うこととされた。 

（組み合わせ） 

1 Ａ Ｂ 

2 Ａ Ｃ 

3 Ｂ Ｃ 

4 Ｂ Ｄ 

5 Ｃ Ｄ 

 

 

 

 採点上の取扱い 

 

全員に得点する。 

 

 

 

 理由 

 

 問題文Ａについては、事業の対象が異なるので誤りである。Ｂについては、母子世

帯数よりも父子世帯数の伸び率が低いので誤りである。Ｃについては、正しい。Ｄに

ついては、母子自立支援員の業務の対象が異なるので誤りである。 

 したがって、正解となる選択肢がない。 

 

 


